
高槻市議会議員候補 たけなかけん

竹中健（たけなかけん）1987年7月生まれ（31歳）
阿武山小学校・中学校 ／ 春日丘高校 ／ 立命館大学法学部  卒業
大学卒業後ＩＴ企業等を経て、2015年に最年少 27歳で高槻市議会議員に初当選。
会派「自民党・蒼政会議員団」所属。家族は妻と２歳の娘。
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証紙

一部の地域や団体に
利益を誘導する政治

高槻市全体の課題を
解決する政治

　一部の地域や団体の声
を代弁する政策ではなく
、高槻市全体の課題を解
決するための政策実現を
目指しています。特定の
団体の支援を受けていな
い私だからこそ、実現で
きる政治があると信じて
います。

子供たちに
負担を先送る政治

未来に責任を
もった政治

　政治は過去から現在、
そして未来へ連綿と続い
ていくものです。その一
端を担う議員として、一
見市民受けが良いバラマ
キ政治ではなく、将来世
代にツケを遺さない未来
に責任をもった政治の実
現を目指します。

思い込みや勘で
決める政治

客観的な根拠に
基づいて決める政治

　これまでは思い込みや
勘で政策を判断し、その
政策の効果検証でさえほ
とんどされてきませんで
した。厳しくなる財政の
中で限られた財源を効果
的に活用するために、客
観的な根拠に基づく政策
を提案してまいります。

実現したい政治があるからこそ
、

　　　　　古い政治と闘い続け
ます！

頒布責任者　竹中健　大阪府高槻市東城山町2-12-102 ／ 印刷者　株式会社ダイアログ　東京都千代田区一番町4-22-702
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● 政策形成における
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竹中健の政策
誰よりも行動し、実現を目指します。

● 潜在的な待機児童の解消

● 送迎保育ステーション事業の実現 ● 病児・病後児保育の拡充

● BCGワクチンの完全個別接種化
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待機児童として数えられていない児童が数百
人規模で存在します。保育所等の整備をさら
に進め、潜在的な待機児童解消を目指します。

● 学童保育事業の改善
本来６年生までを対象とすべき学童保育が原
則３年生までしか受け入れられていないため、
全学年の受入の早期実現を目指します。

駅前に待機所としての保育室を設置し、専用
バスで児童を各地の保育所に送迎する「送迎
保育ステーション事業」の実現を目指します。

● 校庭開放事業の実現

● 教員の多忙化の解消 ● 放課後子ども教室の改善

● 学校における各種設備の整備

小学生が放課後や長期休暇に自由に過ごせる
居場所づくりとして、最も安全である学校の校
庭を開放する事業の実現を目指します。

● 不登校児童・いじめへの対応強化
多様化する子供に関わる問題に対応するた
め、専任の生徒指導主事の設置やスクール
ソーシャルワーカーの体制強化を目指します。

教員が一人ひとりの子供に向き合う時間を確
保するために、校務支援システムを導入し、教
員の多忙化の解消を目指します。

● 官民格差のある給与制度の是正

● 職務職責に応じた給料体系の実現 ● ICT関連経費の削減

単純労務を行う技能職では、民間類似業種と
比較して給与が高くなっています。民間給与と
同水準まで引き下げる取組実現を目指します。

● 行政内部の改革の徹底
行財政改革を進める上では、優先して行政
内部の改革を徹底するべきです。人件費の
削減や補助金の適正化などを目指します。

年功序列ではなく、責任と処遇の一致する給
料表を導入することにより、職務職責に応じた
給料体系の実現を目指します。

● 健康寿命の延伸のための介護予防

● がん検診、特定健診の受診率向上 ● 高齢者・障がい者等の外出支援策

高齢者が健康に老後を過ごすためには介護予
防が重要になるため、ますます元気体操に取
り組む健幸ポイント事業の拡充を目指します。

● 放課後等デイサービス事業の充実
放課後等デイサービス事業における療育の
質の向上を図ることに加え、保護者が必要
とする療育の日数の実現を目指します。

高齢者や障がい者等の外出支援のために、
コミュニティバス等の新たな地域公共交通
の実現を目指します。

市民の健康増進をさらに図るため、各種検診
の受診率向上につなげる受診勧奨の新たな手
法の実現を目指します。


